
原三溪柳津文化の里構想実行委員会バスツアーのご案内 

   横浜三溪園特別参観と文化講演会  

原三溪柳津文化の里構想実行委員会は、三溪翁生誕の地 柳津町が岐阜市と市町村合併を機に生まれた 

柳津地域協議会での発案で平成２３年に誕生しました。 

毎年顕彰講演会や顕彰茶会を実施してまいりましたが、今年は、いよいよ三溪園を会場に、「横浜三溪園

特別参観と文化講演会」を１２月３日(木)・４日(金)に１泊２日のバスツアーとして開催する運びとな

りました。 

 内容としては、三溪園の特別参観と講演会と岐阜横浜の茶道愛好家の協力によるお茶席を実施します。 

講師には、比較文学・比較文化論の第一人者で東京大学名誉教授の芳賀徹先生をお招きし、三溪翁を文化

の側面からご講演をいただきます。 

実行委員会では、会を催すにあたり、皆様と共に原三溪翁の業積や生き方を学び、市民県民の誇りとし

て今後の街の活性化や人づくりに貢献できるよう、ご理解ご支援の輪が広がることを願い開催させていた

だきます。 

我々の素志をご理解ご賛同いただきまして、皆様お誘い合わせの上、御参加いただきますようご案内申

し上げます。 

記 

 

 

日  時 平成 27 年 12 月 3 日(木)・4 日(金) 午前７時 30 分 岐阜駅十六プラザ前出発 

午後９時    岐阜駅十六プラザ前帰着 

場  所 三溪園 横浜市中区本牧三之谷     

宿  泊 ホテルニューグランドホテル(山下公園前) 

主  催 原三溪・柳津文化の里構想実行委員会  

後  援 岐阜市・岐阜市教育委員会 

講  演 東京大学名誉教授・京都造形芸術大学名誉学長 芳賀徹先生 

演 題 『三溪翁が見出した光悦と宗達ら琳派の魅力と「徳川の平和」』  

（所定事項記入の上切取りツアー事務局へご提出又は FAX 送信ください） 

                                             切り取り                           

              原三溪横浜バスツアー 申込書 

参加者①  参加者②  

生年月日   年  月  日 生年月日 年  月  日 

ご住所 〒 

電話番号  性別○印 ① 男・女 ②男・女 

携帯電話  所属団体  

乗車場所① １２月３日(木) 午前７時１５分 JR 岐阜駅十六プラザ前  集合 

乗車場所② ① ②いずれかに○を  午前 7 時 30 分  柳津振興事務所 集合 

 ※前日キャンセルは５割負担、当日キャンセルは１０割負担願います 

  

 

FAX 送信先 

058・233・8988 

 

 

 



原三溪柳津文化の里構想実行委員会バスツアーのご案内 

横浜三溪園特別参観と文化講演会 
○日   時 平成２７年１２月３日（木）～ ４日（金） 
○集   合 JR 岐阜駅十六プラザ前 集合 7 時 15 分  出発 7 時 30 分 

柳津地域振興事務所     集合 7 時 30 分  出発 7 時 50 分  

○旅行代金  一人３５,０００円   ○募集人員８０人(最小催行人員 30 人)   

○旅程   ３日(木) 7 時 30 分 JR 岐阜駅十六プラザ前出発  

 7 時 50 分 柳津地域振興事務所出発 

              13 時 30 分  横浜三溪園到着 園内特別参観 茶席あり    

17 時 30 分 ホテル着     

18 時 30 分 ～ 20 時 30 分 夕食懇親会 中華街 招福門 

            ４日(金) 8 時 30 分 ホテル出発   

9 時    三溪園到着自由時間 

10 時       講演会 鶴翔閣(内園)    

12 時      昼食 待春軒(外園) 

14 時       横浜出発 

20 時 40 分 柳津地域振興事務所   

21 時    JR 岐阜駅十六プラザ前着 

 

○募集受付 原三溪横浜バスツアー事務局 丹羽  ℡ 058・213・0008    

○旅行取扱 悠々トラベル・ゆっくり旅行                               

○振込先  十六銀行今沢支店 普通 1252082 有限会社ゆっくり旅行代表取締役 丹羽悟                                     

○申込締切 11 月 15 日（日）満席になり次第締め切ります 

芳賀 徹 先生  日本の文学研究者、比較文学者。国際日本文化研究センター・東京大学名誉教授、    

京都造形芸術大学名誉学長、静岡県立美術館館長。1981 年に『平賀源内』でサントリー学芸賞。     

1984 年に『絵画の領分』で大佛次郎賞。1993 年に明治村賞。1997 年に紫綬褒章。2000 年に京都新聞

文化学術賞（比較文学）。2006 年源氏物語千年紀の呼びかけ人となる。瑞宝中綬章受章。  2010 年、

静岡県立美術館館長。2011 年『藝術の国日本 画文交響』で蓮如賞受賞。2012 年現代俳句大賞受賞。

2014 年歌会始召人。茶道文化大賞受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】ツアー事務局  丹羽 090・6803・0888 
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